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 この学位請求論文「Mechanisms for Combining Character and Word Level 

Representations in Natural Language Processing」では、深層学習の自然言語

処理への適用において、文字をベースにした意味表現と単語をベースにした意

味表現をどのように組み合わせるかという問いについて、さまざまな角度から

手法を提案し、その性能を検証することで、自然言語処理における深層学習の

意味表現のあり方を議論している。 

 近年、深層学習がさまざまな分野において適用されており、画像認識や音声

認識、ロボットの制御などでもその成果が著しい。特に、自然言語処理の分野

では、2014 年頃から急速に応用が進み、翻訳や対話で大きな性能向上が見られ

るほか、最近では ELMo や BERT といった、事前学習により性能を大きく向上

させる手法も考案され、よく用いられている。通常、深層学習で用いられる入

力はベクトルであり、このような自然言語処理の手法において、入力となるベ

クトルをどのように得るかにはさまざまな工夫がある。大きく分けて、単語（あ

るいはサブ単語）をベースにする方法と、文字をベースにする方法であり、一

般的には前者が使われることが多い。 

 本論文では、この意味表現において、単語をベースにする手法を取りつつ、

文字をベースにする方法を加えることの意義を明らかにする。文字ベースと単

語ベースの意味表現をさまざまな方法で組み合わせ、それがどのようにタスク

の性能に寄与するかを議論する。本論文は大きく４つの研究から構成されてお

り、それぞれが３章から６章までに該当する。 

 まず、３章では、文字に基づく表現をあわせて用いることで、自然言語の推

論タスクにどのような有用性があるかを検証する。推論タスクは、高いレベル

の意味を捉える必要があるタスクであるため、本論文では繰り返し用いる。推

論タスクで標準的な MultiNLI データセットを用いる。そして、単語のエンコ

ーダ、文のエンコーダ、密結合の層など、５つの部分からなるアーキテクチャ

ーを用いて実験を行う。その結果、文字に基づく表現、単語に基づく表現それ

ぞれよりも、その両者の表現を統合したモデルが、より高い性能を示すことを




